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協和ヘルシーセンター
リハビリテーション科

副科長
菱沼 勝巳

　本年度、通所リハビ
リテーションの事業拡
大にともないまして、
リハビリ棟の増設工事
を行いました。既存の
リハビリテーション室
に比べて開放的な空間
となり、身体の運動や
歩行練習、物理療法な

どを行うスペースに加え、新しく言語聴覚室
や余暇活動室が設けられます。言語聴覚室で
は、コミュニケーションを図るために必要な
言葉の練習などを行い、余暇活動室では手工
芸や作品の作製、カラオケなどさまざまな活
動を行う予定であります。
　これからの通所リハビリテーションでは、
今までのサービス内容を見直し、より充実し
たものを提供してまいります。また、ご利用者
やご家族の皆様の意向を尊重し、元気に楽し
くご利用していただけるよう、ご利用者一人
ひとりに寄り添いながら支援させていただき
ます。今後ともよろしくお願いいたします。

これからの通所
リハビリテーション

協和ヘルシーセンター
施設長

長山 辰治

　介護老人保健施設協
和ヘルシーセンターで
は地域のニーズにお応
えしてリハビリ棟を増
築 し 、平 成 2 8 年 5 月 よ
り 、1 日 の 利 用 定 員 が
100名となります。増築
により、男女別の浴室
や特殊浴、および、機能

回復訓練室、言語聴覚訓練室を設置し、快適
な空間でリハビリができます。また、ご利用
者のニーズにお応えできるよう理学、作業療
法士、言語聴覚士、および、介護士を増員いた
します。職員一同ご利用者、そのご家族の皆
様の要望、期待にお応えできるように努力す
る所存です。何とぞ、ご支援賜りますようお
願いいたします。

リハビリ利用者の要望にお応えしてリハビリ利用者の要望にお応えしてリハビリ利用者の要望にお応えして

構造・規模

設計計画

建築面積
●鉄骨造、地上１階
●システム建築

●684.39㎡（約207坪）

●リハビリスペースとして251.58㎡を確保。南側からの採光を意識
　し、窓を設置。
　※機能回復訓練室として251.58㎡の広々とした空間の中で理
　学、作業療法士よる個別リハビリを提供します。
●言語聴覚室（14.98㎡）を増築し、個別での言語リハが可能となり
　ます。
　※脳血管障害等の疾病により、言語療法が必要な方に対し、言語
　聴覚士による個別リハビリを提供します。
●一般、特殊浴（134㎡）を増築し、身体機能に合わせた入浴が可能
　となります。
　※ご自宅での入浴が不安な方に対し、身体状況に応じた援助が
　行えるよう、一般、特殊浴を設置。経験豊富なスタッフがご利用
　者の自立支援を図っていきます。入浴時間等、ご利用者の要望に
　合わせ、柔軟な対応が可能となります。

協和ヘルシーセンターにリハビリ棟を増築

【洗面所】最大6名まで同時利用可能な洗面所新リハビリ棟全景

【一般浴室】大きな浴槽でゆっくりと入浴していただけます

【機能訓練室】南側からの採光で明るく広 と々した機能訓練室

【静養室】体調を崩した方などに休んでいただく静養室【言語聴覚室】個別で言語療法を行う言語聴覚室

【特別浴室】寝たきりの方でも入浴可能な2種類の特殊浴槽

【スタッフルーム】リハビリの記録などの業務を行うスタッフルーム
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　本年度４月から放射線科で働かせ
ていただくことになりました阿武泉

（あんのいずみ）です。
　３月末をもって前任の茨城県立医
療大学を定年退職いたしました。それ
以前は慈恵医大で約10年、筑波大学放
射 線 診 断 部 で 約 2 0 余 年 診 断 と イ ン
ターベンション(血管内治療)を主に
行ってきました。
　協和中央病院は約30年前から非常
勤医としてご厄介になっており勝手
知ったる病院といえます。放射線科で
主として診断を中心に仕事をしよう
と思います。

協和中央病院
放射線科部長
阿武 泉

　当院は規模に比べて比較的放射線機
器が充実しており、今回、フィリップス
社製の静磁場３テスラの最新型MRI装
置（磁気共鳴断層装置）が従来の1.5テ
スラのMRI装置に加えて稼働を始め、２
台体制で診断が可能となり迅速かつ詳
細な検査・診断が可能となります。３テ
スラMRIは従来のMRI装置と比べて磁
場強度が２倍となりS/N(信号雑音比)が
格段に向上し、より詳細で鮮明な画像
が得られ病気の診断に貢献することが
できると思います。一例を挙げると
MRA（MRI装置による血管撮影）がより
詳細となり脳ドックでの動脈瘤の発見
率が向上すると考えられます。これに
より致命率の高い、くも膜下出血を未
然に発見、治療することができると考
えられます。その他の特徴としては
MRS（MRスペクトロスコピー）という
検査が可能となり、例えば脳腫瘍の良

性・悪性の診断が可能となります。この
特殊な機能はほとんどが大学病院にし
か導入されていないものです。
　ただしこの最新MRI装置は良いこと
ばかりでなく、体動に敏感であり腹部
などの検査で呼吸停止ができない場
合画像が著しく不良となります。また
磁場強度が大変強いため磁性体、金属
が体内にある患者さんには検査がで
きない場合があります。さらに緊急患
者では磁性体、金属の有無のチェック
が不完全なため検査ができない場合
もあることをご理解いただきたいと
思います。
　趣味は多彩で、パソコン、車、カメラ、
オーディオそして最近約８年はバイオ
リンを練習しております。バイオリン
は幼少時習っていたこともあります
が、大学の診断部で働いていたころは
早朝から深夜まで仕事をしており、と
ても練習の時間がなかったこともあり
ます。前任の茨城県立医療大学では教
職、管理が主な仕事であり、比較的スケ
ジュールが自由になったことも習い始
めた理由です。
　今後の展望は自分の領域の放射線診
断を可能な限り大学レベルまで近づけ
ることです。そして、県西地区では比較
的医療過疎の協和地区の医療の向上に
邁進したいと考えております。

腰椎ヘルニア・圧迫骨折等
の評価が可能です

四肢の腫瘤（しこり）・炎症・骨折などの評価が可能です　胆道系や膵臓等の評価が可能です
 脳動脈瘤の有無を評価でき
ます　　   

造影剤を使用せずに下
肢の血管画像を撮影す
ることも可能です 

体内で代謝される様々な物質の測定により、腫瘍の識別等
が可能になります

造影剤を使用することなく
脳 血 管 画 像 が 撮 影 で き ま
す

　本年4月から、歯科口腔外科に勤務することになりました、大田原宏美と申します。出身は栃木県
宇都宮市で、東北大学に進学し6年間を宮城県仙台市で過ごした後、平成21年より自治医科大学、那
須赤十字病院の勤務を経験し、この度協和中央病院に派遣となりました。
　これまでは、口腔外科領域の患者様に接する機会が多く、経験が不足している面もあるかと思い
ますが、患者様の立場に立ち日々の診療に当たらせていただきます。他科の先生方や地域の歯科医
院の先生方と連携し、またご指導いただきながら、有病者・高齢者の方にも安心して受診していただ
ける診療を目指したいと考えております。よろしくお願いいたします。

歯科口腔外科医長
大田原 宏美

協和中央病院 新 任 医 師 紹 介

放射線科部長の赴任と新型MRIの紹介



　戦後間もなくの日本人の死亡原因は、結核、
肺炎などでの感染症による死亡が多くを占め
ていました。昭和50年代より癌、心臓病が増加
し始め、一時期は3大成人病といえば、癌、心臓
病、脳卒中でしたが、高齢化を迎えた現在、相
対的に肺炎の死亡率が上昇し、平成23年には
「肺炎」は現在の日本人の死亡原因の第3位と
なっています。（全死亡数のうちの10％相当。
65歳以上では全死亡数のうちの16％、75歳以

上では33％相当。）
　「肺炎球菌」とは肺炎の原因の約20-30％をしめる主要な病原体
です。20年ほど前より「肺炎球菌ワクチン」は日本でも上市してい
ましたが、成人で接種するのは呼吸器疾患の罹患者や手術をして
免疫機能の低下した人などのごく一部の人でした。
　肺炎球菌ワクチンはすべての肺炎を予防するわけではありませ
んが、海外、国内での研究で肺炎球菌ワクチンによる肺炎の予防効
果、それに付随した費用対効果が優れていることが実証され、成人
用肺炎球菌ワクチンは平成26年度より定期接種対象のワクチン
となりました。65歳から70歳、75歳…と5歳区切りで対象者に接種
し平成30年度までに接種を完了させ、平成31年度以降は65歳時に
接種する計画のようです。
　健康寿命のためにも対象年齢の方は必ず接種しましょう。
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看 護 部 だ よ り

　エキスパートナースに任命され
今まで以上に自分を自己研鑽して
いきたいと考え、BLS・ACLSプロバイ
ダー・介護支援専門員の資格を取得
しました。急変時対応は1分1秒を争
い、対応の遅れが患者様の予後を左
右するため普段から急変時対応ア
ルゴリズムを思い浮かべ、迅速で正
確な対応ができるようにしており
ます。疾患を持ちながら地域で生活
する患者様が多く、病棟看護師・介

護支援専門員の目線で今後必要となる介護サービス・今
後起こり得る問題などの他職種連携を図りながら退院
調整をしております。患者様やご家族の不安の軽減を行
い自宅退院につなげていくことが私の看護師としての
やりがいとなっております。

　私は当院に就職し4月で8年目にな
ります。入職後結婚し、現在は新館2
階病棟で勤務しながら4歳と1歳の男
の子を育てているママ看護師です。
　当病棟は消化器外科を主とし、周
術期や短期滞在の患者様の処置やケ
アを行っている病棟です。入退院も
激しく、緊急手術や検査出しなども
多く業務多忙でありますが、ほとん
どの患者様が手術後、症状軽快とと

もに元気に退院されます。その姿を見てやりがいを感じ
ております。また、日勤・夜勤時に利用できる託児所で
は、年2回子どもの健康診断や小児科外来の利用ができ
安心です。さらに、上司やまわりのスタッフのサポート
もあり仕事と子育てをしながら充実した毎日を過ごし
ております。

協和中央病院
北2階病棟

エキスパートナース
看護師

吉田 真美

協和中央病院
新館2階病棟

看護師
宮山 絵吏

●各当該年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳となる者。
●60歳以上65歳未満の者であって、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能また 
　はヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に障害を有する者。
●既に肺炎球菌予防接種を受けたことがある者は対象外。
　（詳しくはお住まいの自治体にお問合せください。）

公費助成の対象者

肺炎球菌ワクチンについて

協和中央病院
内科部長

川越 健一

　今年1月に売店がミニコンビニ
化を図り限られた空間の中でＹ
ショップとしてリニューアルオー
プンいたしました。
　店内が明るい雰囲気になり新商
品やお客様のニーズに合わせてよ
り多くの商品を取り揃え提供させ
ていただいております。
　売れ筋商品の一例を紹介いたし
ますと、毎日完売する人気のドー
ナツ、豆が沢山入った豆大福、草大
福などが皆様に好評を得ておりま
す。チルド商品では、パスタ、サラ
ダ、ヨーグルト、プリン、大きなツイ
ンシューなども人気商品です。ま
た、新たにコーヒーマシンも導入
し、挽きたての香りに誘われ来店
されるお客様も多く、喜んでいた
だいております。売店では、以前と

同様に入院用品、介護用品も取り
扱っております。また、レンタル車
椅子、オムツ、洗濯等の支払い窓
口、および施設の移動販売や院内
のワゴン販売の業務も行っており
ます。今後もより多くの患者様、お
客様にご利用いただけますよう、
心のこもったサービス提供を目指
しております。皆様のご来店を心
よりお待ち申し上げております。

（有）昊栄  堤ちえ子　

　毎年5月12日は『看護の日』です。平成28年5月8日～14
日までが看護週間となります。メインテーマは「看護の
心をみんなの心に」。21世紀の高齢社会を支えていくた
めには、看護の心、ケアの心、助け合いの心を一人一人
分かち合うことが必要です。こうした心を、老若男女問
わずだれもが育むきっかけとなるよう、旧厚生省により

『看護の日』が1990年に制定されました。

協和中央病院で活躍している看護師を紹介します

協和中央病院における『看護の日』
普及活動、健康相談

協和中央病院における『看護の日』
普及活動、健康相談

５月１1日（水）１４時００分～１６時００分
カスミ協和店
血圧測定・体脂肪測定・健康相談・介護相談・
ストレス度チェック、血管年齢チェック等

日時
場所
内容

協和中央病院内売店リニューアル
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　３月８日、デイサービスで初めて
の試みとして、パン作りを行いま
した。
　同じ法人でパン作りを事業として
いる菫授園の「とんがり工房」の全面
協力を受け実現いたしました。
　事前に用意したパン生地とあんを
各ご利用者に配り、作製開始。ゴルフ
ボール大のパン生地を麺棒で手の
ひらサイズまで伸ばし、あんを包み
こんで整形して完了。その後、とんが
り工房で焼いたパンを、その日のう
ちにお持ち帰りいただきました。
　皆様のご好評にこたえ、今後も定期
的に実施していきたいと思います。

　ショートステイの利用は、ご本人
の希望で利用している場面は少な
く、どうしてもご家族の都合で必要
になる場面が多々あります。恒幸園
は在宅サービスが充実している施設
ですので、サービスを併用していれ
ば『デイで通っている所に泊まる
…』、『自宅に来てくれるヘルパーが
いる施設に泊まる…』と、少しでも不
安の軽減ができると思います。
　ぜひとも、各サービスを利用して
いただき、いざ必要になった際に安
心して利用ができる準備を整えてお
くことをお勧めいたします。

　訪問介護は自宅で安心した生活
を送ることができるよう、入浴や食
事・排泄など身体的な援助や、調理・
洗濯等の生活を支える援助などを
提供しております。また、ご家族の
介護負担を軽減できるサービスで
もあり「自分らしく住み慣れた自宅
で生活すること」を目標にお手伝い
いたします。
　恒幸園では色々なサービスを提
供しておりますので、連携プレーで
ご利用者・ご家族ともに安心して在
宅生活を送ることができるようお
手伝いいたします。

　恒幸園は、入所を含めデイサービス・
ショートステイ・ヘルパー・ケアマネー
ジャーと多様なサービス提供を行ってお
ります。
　他の事業所同士の場合、連携がうまく
いかないことも多くありますが、一つの建
物に各サービスが集約されておりますの
で、お互いの連携をスムーズに行い、サー
ビス提供につなげることができます。
　素早い対応は、皆様にとり心強さと安
心を得られるものです。ぜひ一度相談に
いらしてください。介護保険やその他の
情報を提供して、ご本人やご家族の不安
を取り除いてまいります。

居宅介護支援事業所
ケアマネージャー

瀬畑 直樹

ヘルパーステーション
サービス提供責任者

斉藤 美保

ショートステイ
 生活相談係長
真﨑 克寿

デイサービスセンター
生活相談係長
上野 公一

切れ目ないサービスを
提供します
切れ目ないサービスを
提供します

居宅
介護

ヘルパー
ステーション

ショート
ステイ

デイ
サービス

恒徳会だより
恒 幸 園 在 宅 部 門







編集
後記

外来診療担当医表 平成28年5月

　　　　　月・火・木・金（7：30～11：30） 診療開始 9：00
　　　　　水・土　　　（7：30～11：00） 診療開始 9：00
　歯科・歯科口腔外科　（8：30～11：00） 診療開始 9：00
※水・土の午後及び日・祭日は、休診です。

《午後の部》 皮膚科・眼科　（13：30～15：30） 診療開始 14：00
　　　　　 眼科（木）　　　（13：00～15：00）診療開始 13：30　　　　　 
　　　　　 内科　　　　　（13：30～16：30） 診療開始 14：00
　　　　　 頭痛専門外来（木）（13：00～15：30）診療開始 13：30
　　　　　 小児科　　　　（14：30～16：30） 診療開始 15：00
　 　　　　歯科・歯科口腔外科（13：30～16：00） 診療開始 14：00 水の午後も診療します。
　　　　　

※受付時間《午前の部》

中　原
五　味

佐　藤
髙　坂
石　川
玉　野

一般内科

川　越
一般内科

福　島
一般内科

田　島
循環器・一般内科

佐　渡
呼吸器・一般内科

阿治部
消化器・一般内科

 大　場
循環器内科

村　田
睡眠呼吸障害（予約のみ）

中　山
中　山
藤　 田

　
串　田
大田原

中　原
黒　川

石　川
髙　坂

長　山
一般内科

小　島
消化器・一般内科

 (予約)新　保
循環器内科

自治医大（交代制）

 

幸

串　田
大田原

中　原
長

佐　藤
石　川

川　越
一般内科

礒　田
一般内科

武　井
内分泌内科（糖尿病）

大　内
一般内科

海老澤
一般内科・漢方外来

小笠原
神経内科

黒　澤
黒　澤
萩　原

宮　本

髙山（午後は予約のみ）

岡　田
大田原

中　原
内　山

佐　藤
降　籏

川　越
一般内科

荻　野
循環器・一般内科

福　島
一般内科

阿治部
消化器・一般内科

礒　田
一般内科

竹　森
一般内科

菱　田
頭痛専門外来

佐　藤
佐　藤
藤　田

水　野

山下・竹村（交代制）

串　田
大田原

中　原
黒　川

佐　藤
髙　坂

小　島
消化器・一般内科

木　村
一般内科

阿部田
一般内科

内　海
糖尿病外来

玉　野
一般内科

長　尾

佐　藤

髙　山（午前のみ）

串　田
大谷津

中　原
長

佐　藤
石　川
降　籏
玉　野

一般内科

小　島
消化器・一般内科

礒　田
一般内科

村　上
内分泌内科（糖尿病）

大　内
一般内科

村　上
内分泌内科（糖尿病）

加　藤
漢方専門外来

福　田
循環器・一般内科

長　尾
長　尾

岡　本
別　納

髙　山
串　田
大田原

脳 　 外 　 科

外 　 　 　 科
消化器外科・肛門科

血管外科

内 　 　 　 科

専 門 外 来

小 　 児 　 科

整 形 外 科

痛 み の 外 来
皮 　 膚 　 科

泌 尿 器 科

眼 　 　 　 科
歯 　 　 　 科
歯 科 口 腔 外 科

専 門 外 来

午 前

午 前

午 前

午 後
（予約のみ）

午 　後
午前・午後

午　前

午　後

午　前

午　前

午前・午後

午　前

午前・午後

1

2

1

2

3

1

2

3

5

7

1

2

1

2

3

午前・午後
（土は午前のみ）

診　療　科　　　　　　　月　　　　　火　　　　　水　　　　　木　　　　 金　　　　　土　

午　前 神部　野口第1　　　　　第3 第2 、第4 森

木　村
藤　田

第1、3、4、5

第2

（午後予約のみ）

安心が地域に根ざす にいばりの医療・福祉の杜
協 和 中 央 病 院

・脳神経外科　・内科　・呼吸器科　・外科　・消化器科　・整形外科　・眼科　
・泌尿器科　・皮膚科・小児科　・麻酔科　・放射線科　・リハビリテーション科
・歯科　・歯科口腔外科　・漢方内科

茨城県筑西市門井1676番地1 電話0296－57－6131（代）
E - m a i l：k y o w a @ k o k i k a i . c o m

療養病床
協 和 南 病 院
茨城県筑西市門井1674番地1 電話0296－57－5133（代）
E - m a i l：m i n a m i @ k o k i k a i . c o m

介護老人保健施設
協和ヘルシーセンター
茨城県筑西市門井1669番地2 電話0296－57－6030（代）
E - m a i l：h e a l t h y @ k o k i k a i . c o m

大和クリニック
茨城県桜川市大国玉2513番地12 電話0296－58－7788（代）
E - m a i l：y a m a t o @ k o k i k a i . c o m
訪問看護ステーション
愛　美　園
茨城県桜川市大国玉2513番地12 電話0296－20－6780（代）
E - m a i l：a i b i e n @ k o k i k a i . c o m

障害者支援施設
す み れ 園
茨城県筑西市門井1677番地21 電話0296－57－5125（代）
E - m a i l：s u m i r e e n @ k o h t o k u k a i . j p
障害者支援施設
菫　授　園
茨城県筑西市門井1687番地1 電話0296－57－3400（代）
E - m a i l：k i n j y u e n @ k o h t o k u k a i . j p
障害者支援施設
桃　香　園
茨城県桜川市大国玉2513番地10 電話0296－58－7870（代）
E - m a i l：t o h k a e n @ k o h t o k u k a i . j p

新型特別養護老人ホーム
恒　幸　園
茨城県筑西市向川澄98番地1 電話0296－57－7268（代）
E - m a i l：k o u k o u e n @ k o h t o k u k a i . j p

ホームページアドレス 
http://www.kokikai.com 
皆様のアクセスをお待ちしております！

※受付時間外及び休診日に救急診療を希望される方は、
　あらかじめ電話でお問い合わせください。

※診察の際は、保険証をご提出ください。

安心が地域に根ざす

※ 写真等の個人情報は、ご本人の同意を得て、掲載させていただいております。

〒309-1195 茨城県筑西市門井1676番地1  TEL.0296-57-6131

●発行責任者／中原昇 
●編 集 委 員／相澤明美 飯泉茂徳 上野敏子 堤谷博之 杉田恵美子
　　　　　　　 野村正浩 高松紀平／猪野貴之 廣瀬俊樹

●月・木・土（第 2）の整形外科は予約と紹介患者様のみ、金（第 1、3、5）は大学診療のため時間前に受付終了となります。予約外の患者様はお待ちいただきますのでご了承ください。 

●脳外科は予約外来となっております。予約外の患者様はしばらくお待ちいただくことがありますのでご了承ください。 

●内科は予約外来となっております。予約外の患者様はしばらくお待ちいただくことがあります。●午後は予約のみとさせていただきますのでご了承ください。

●泌尿器科は予約外来となっております。予約外の患者様はしばらくお待ちいただくことがありますのでご了承ください。●土の受付は10：30までとさせていただきます。

大　内
一般内科

　春の優しい日差しの中咲き誇る色とり
どりの花々、そして入園、入学、就職と新し
い門出の時期となりました。

　当院でも平成28年度新入職員を迎えることがで
きました。看護部といたしましても一丸となり成長
を支援し、また共に成長し、患者様が安心して治療、
ケアを受けられますよう努力してまいります。
　今回より「はぐるま」編集委員として活動すること
になりましたので、よろしくお願いいたします。　　

（相澤）


